
午
の
ひ
づ
め
が
幸
運
を
運
ぶ

う
ま
く
い
く
御
守
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　令
和
八
年
丙
午

　元
旦

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

代
表
役
員

宮

　
　司

　
　大
瀧

　博
司

責
任
役
員

　
　阿
部
勘
九
郎

　〃

　
　
　
　佐
浦

　弘
一

　〃

　
　
　
　渡
會

　邦
彦

　〃

　
　
　
　阿
部

　
　仁

　〃

　
　
　
　佐
藤
仁
一
郎

総

　代

　
　
　和
田

　
　忠

　〃

　
　
　
　志
賀

　重
信

　〃

　
　
　
　水
野

　暢
大

　〃

　
　
　
　鈴
木

　健
史

　〃

　
　
　
　桑
原

　
　茂

　〃

　
　
　
　志
賀

　直
哉

　〃

　
　
　
　津
田

　武
彦

　〃

　
　
　
　菅
原

　宏
和

　〃

　
　
　
　小
泉

　幸
彌

　〃

　
　
　
　勝
又

　
　實

　〃

　
　
　
　下
山

　雄
司

　〃

　
　
　
　土
井

　儀
憲

　〃

　
　
　
　阿
部

　善
久

　〃

　
　
　
　横
田

　善
光

　〃

　
　
　
　内
形

　繁
夫

　〃

　
　
　
　千
田

　忠
一

　〃

　
　
　
　鈴
木

　信
弘

　〃

　
　
　
　鈴
木

　
　整

謹
み
て
新
年
の

  

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

皇
紀
二
六
八
六
年

　令
和
八
年

　

丙
午
歳
の
年
頭
に
あ
た
り
竹
の
園

生
の
弥
栄
と
御
国
の
御
安
泰
を
祈

念
致
し
謹
ん
で
新
年
の
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
御
両
社
例
祭
を
始
め

と
す
る
各
種
祭
典
等
、
氏
子
崇
敬

者
皆
様
方
の
御
協
力
に
よ
り
盛
大

に
斎
行
で
き
ま
し
た
こ
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
名
誉
宮
司
・
宮
司
就
任
に

つ
き
ま
し
て
も
大
神
様
の
御
加
護

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
、
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
ご
縁
を

い
た
だ
き
責
任
役
員
を
拝
命
致
し

ま
し
た
。
大
変
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
神
社
様
の

の
も
と
責
任
役
員
総
代
を
始
め
と

致
し
ま
す
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
奉
告
祭

を
始
め
引
継
ぎ
式
に
至
る
ま
で
諸

行
事
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
事
に
改
め
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
中
は
、
干
ば
つ
に
よ

る
大
船
渡
市
山
林
火
災
に
始
ま
り
、

夏
に
は
記
録
的
な
高
温
、
一
方
で

は
短
時
間
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規

模
水
害
等
が
発
生
す
る
等
、
過
酷

祭
典
や
行
事
に
尚
一
層
、
専
心
努

力
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
二
月
ミ
ラ
ノ
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
三
月
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
野

球
大
会
、
七
月
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

な
気
象
条
件
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
も
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。
そ
し
て
お
米
を
は
じ
め
と

す
る
農
作
物
へ
の
影
響
、
熊
ま
で

が
エ
サ
不
足
に
よ
り
人
里
に
現
れ

大
き
な
社
会
的
問
題
に
発
展
し
ま

し
た
。
ま
た
、
海
に
お
い
て
は
海

水
温
の
上
昇
に
伴
う
マ
グ
ロ
を
始

め
と
す
る
回
遊
魚
の
漁
獲
の
減
少
、

魚
種
の
変
化
に
伴
う
水
揚
げ
へ
の

影
響
は
甚
大
で
、
当
地
を
支
え
る

主
産
業
で
あ
る
漁
業
に
も
深
刻
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
様
に

自
然
界
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

我
々
日
本
人
は
、
自
然
は
単
な

る
資
源
で
は
な
く
、
守
る
べ
き
神

宿
る
聖
域
で
あ
り
畏
敬
の
対
象
と

し
て
向
き
合
っ
て
き
た
歴
史
が
あ

ド
カ
ッ
プ
と
名
だ
た
る
世
界
大
会

が
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
大
活
躍
を
期
待

し
、
熱
い
声
援
を
盛
大
に
送
り
ま

し
ょ
う
。
世
界
平
和
に
ス
ポ
ー
ツ

が
果
た
す
役
割
を
大
き
く
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

私
、
鹽
竈
神
社
節
分
祭
世
話
人

を
長
年
務
め
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
二
月
一
日
と
三
日
恒
例
の
節
分

祭
追
儺
式
を
斎
行
致
し
ま
す
。
節

分
祭
世
話
人
会
・
佐
藤
一
臣
会
長

の
も
と
、
世
話
人
会
一
同
斎
行
に

向
け
て
協
議
を
重
ね
、
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
毎
年
、
年
男
年

り
ま
す
。

し
か
し
広
く
世
界
に
目
を
向
け

ま
す
と
人
間
が
自
然
界
を
支
配
し
、

ま
た
こ
と
ご
と
く
利
用
す
る
、
所

謂
「
欧
米
型
の
人
間
中
心
主
義
」

に
特
化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

今
こ
そ
我
が
国
が
育
ん
で
き
た

神
道
的
自
然
観
を
世
界
に
発
信
し
、

自
然
へ
の
負
荷
は
い
ず
れ
人
間
界

の
リ
ス
ク
と
化
す
事
を
多
く
の
人

が
認
識
し
自
然
と
の
共
生
に
舵
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
ま
す
。

今
年
こ
そ
災
害
の
な
い
平
和
な

年
と
な
り
、
大
神
様
の
御
加
護
の

も
と
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
も
「
何

事
も
う
ま
く
い
く
」
幸
多
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
祈
念
申
し
上
げ
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

女
参
加
者
の
募
集
や
、
企
業
様
よ

り
当
選
景
品
の
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
多
大
な
ご
支

援
・
ご
協
力
に
節
分
祭
世
話
人
会

一
同
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。〝
し

お
が
ま
さ
ま
〟
の
節
分
祭
追
儺
式
、

今
年
も
盛
大
に
斎
行
致
し
ま
す
の

で
多
く
の
皆
様
、
福
と
福
豆
を
拾

い
に
ご
来
社
下
さ
い
。
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
志
波
彦
神
社
様
・
鹽
竈

神
社
様
か
ら
の
御
神
徳
と
皆
々
様

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

頌

　春
宮

　司

　大
瀧

　博
司

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社
責
任
役
員

節
分
祭
世
話
人
会

　副
会
長

年
頭
の
御
挨
拶佐

藤

　仁
一
郎
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氏
子
崇
敬
会

　会

　長

　
　桑
原

　
　茂

　副
会
長

　
　水
野

　暢
大

　
　〃

　
　
　佐
藤

　良
明

　
　〃

　
　
　小
林

　克
己

　
　〃

　
　
　菅
原

　宏
和

　
　〃

　
　
　引
地

　利
男

祭
典
委
員
会

　委
員
長

　
　内
形

　繁
夫

　副
委
員
長

　齋
藤

　善
彌

　
　〃

　
　
　志
賀

　重
信

　
　〃

　
　
　鈴
木

　金
善

　
　〃

　
　
　菅
原

　宏
和

敬
神
婦
人
講

　講

　長

　
　宇
仁

　一
美

　副
講
長

　
　佐
々
木
良
子

　
　〃

　
　
　今
野
紀
美
子

　
　〃

　
　
　千
賀

　寿
子

氏
子
青
年
会

　会

　長

　
　戸
羽

　宏
明

　副
会
長

　
　沼
倉

　安
志

　
　〃

　
　
　小
林

　史
人

　
　〃

　
　
　鈴
木

　
　整

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

　会

　長

　
　佐
藤

　一
臣

　副
会
長

　
　佐
藤
仁
一
郎

御
神
田
奉
斎
会

　会

　長

　
　阿
部

　
　仁

鹽
竈
神
社
博
物
館
審
議
委
員
会

　審
議
委
員

　濱
田

　直
嗣

　
　〃

　
　
　太
田
與
八
郎

新
春
を
迎
え
、
地
域
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
き
令

和
八
年
の
初
春
を
お
健
や
か
に
お

迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
塩
釜
商
工
会
議
所

の
諸
事
業
に
対
し
賜
り
ま
し
た
格

別
の
ご
高
配
に
、
深
甚
な
る
謝
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、志
波
彦
神
社
・

鹽
竈
神
社
の
御
神
威
の
も
と
、
地

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
衷
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
旧
年
中
は
志
波
彦
神
社

鹽
竈
神
社
の
諸
祭
事
に
お
け
る
警

察
活
動
は
も
と
よ
り
、
警
察
行
政

の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
な
る
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

域
が
安
寧
裡
に
そ
の
歩
み
を
進
め

得
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆

様
の
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
、
こ
こ

に
改
め
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
地
域
経
済
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
・
物
価
高
騰
な
ど
、
幾
重

に
も
困
難
が
折
り
重
な
る
厳
し
い

局
面
に
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な

昨
年
三
月
に
第
九
十
七
代
署
長

と
し
て
着
任
し
、
着
任
間
も
な
い

三
月
二
十
九
日
に
執
り
行
わ
れ
た

志
波
彦
神
社
例
祭
で
は
、
清
浄
な

神
域
で
斎
行
さ
れ
る
神
聖
か
つ
厳

粛
な
儀
式
に
参
列
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
し
た
ほ
か
、
神
苑

の
彼
方
に
見
え
る
千
賀
ノ
浦
を
一

望
し
た
時
、
こ
の
地
で
勤
務
で
き

ま
す
こ
と
に
崇
高
な
誇
り
と
使
命

感
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

が
ら
、
ま
さ
に
斯
か
る
時
代
に
あ
っ

て
こ
そ
、
私
た
ち
は
旧
来
の
枠
に

囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
機
軸
を

打
ち
立
て
、
未
来
へ
の
道
を
力
強

く
拓
い
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
商
工
会
議
所
は
、
時
代
の
趨

勢
を
的
確
に
捉
え
、
会
員
事
業
所

の
皆
様
へ
の
支
援
を
よ
り
一
層
多

角
的
か
つ
実
効
性
あ
る
も
の
へ
と

深
化
さ
せ
、
地
域
経
済
の
持
続
的

発
展
に
資
す
る
べ
く
、
不
断
の
研

鑽
と
挑
戦
を
積
み
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

塩
竈
に
は
、
悠
久
の
歴
史
と
伝
統

に
培
わ
れ
た
文
化
、
豊
か
な
海
の

恵
み
を
基
盤
と
す
る
水
産
業
、
そ

し
て
港
湾
・
観
光
と
い
っ
た
他
に

比
類
な
き
地
域
資
源
が
息
づ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
尊
き
財
産

ま
た
、
昨
年
の
氏
子
三
祭
の
神

輿
警
備
で
は
、
多
数
の
観
客
が
訪

れ
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。
一
連
の
行
事
が
荘
厳
か
つ
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
滞
り
な
く
進
行

致
し
ま
し
た
こ
と
は
、
関
係
各
位

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
日

頃
か
ら
の
深
い
御
理
解
・
御
協
力

と
信
仰
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
治
安
情
勢
に
つ

い
て
は
、
当
署
管
内
に
お
い
て
犯

罪
の
抑
止
等
の
警
察
署
活
動
を
推

進
し
た
結
果
、
治
安
維
持
に
関
し

て
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
依
然
と

し
て
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺

や
子
供
・
女
性
に
対
す
る
犯
罪
が

を
、
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
再

価
値
化
し
、
地
域
活
性
化
の
源
泉

へ
と
昇
華
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
使
命

で
あ
り
ま
す
。

行
政
を
は
じ
め
関
係
各
位
と
緊

密
に
連
携
し
、
叡
智
を
結
集
し
て

取
り
組
む
な
ら
ば
、
必
ず
や
現
下

の
難
局
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
発

展
の
道
筋
を
見
出
せ
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
志
波
彦
神
社
・
鹽
竈

神
社
の
大
神
様
の
御
加
護
が
遍
く

行
き
渡
り
、
会
員
企
業
な
ら
び
に

地
域
の
皆
様
に
と
り
、
本
年
が
希

望
に
満
ち
た
豊
穣
の
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

発
生
す
る
な
ど
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
・

流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
、
通
称
「
ト

ク
リ
ュ
ウ
」
に
よ
る
事
件
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
県
警
察
と
し
て
も

対
策
を
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
て

お
り
、
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
方

針
で
す
。

最
後
に
塩
釜
警
察
署
で
は
、
安

全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
署
員
一
丸
と
な
っ
て
治
安

維
持
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
支

援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
志
波
彦
様
・

鹽
竈
様
の
御
加
護
の
も
と
、
皆
様

の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

塩
釜
商
工
会
議
所

　会
頭

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社
総
代

夢
と
希
望
に
満
ち
た
一
年
に

水
野

　暢
大

年
頭
の
御
挨
拶

北
浦

　智
之

塩
釜
警
察
署

　署
長
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節
分
祭
追
儺
式

松
明
祭（
ど
ん
と
祭
）

一
月
十
四
日

第
七
十
八
回

�
奉
献
乾
海
苔
品
評
会

毎
年
恒
例
の
「
し
お
が
ま
さ
ま
の
豆
撒
き
」

節
分
祭
。
本
年
は
二
月
一
日
（
日
）、三
日
（
火
）

両
日
と
も
に
、
午
後
三
時
よ
り
左
右
宮
拝
殿
に

お
い
て
追
儺
式
を
斎
行
し
ま
す
。

祭
典
に
引
き
続
き
、
裃
姿
で
参
列
し
た
年
男
・

年
女
等
が
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と

と
も
に
福
豆
を
撒
き
、
招
福
と
厄
災
の
消
除
を

祈
願
い
た
し
ま
す
。
節
分
祭
追
儺
式
へ
の
参
加

申
込
み
は
、
次
の
世
話
人
方
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
奉
仕
者
に
は
毎
年
特
製
の
記
念
品
を
御

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

 

〈
市
外
局
番
〇
二
二
〉

・
佐
藤

　一
臣

　
　南
町

　㈱
漢
方
の
塩
竈
芍
薬
堂

（
三
六
二
）
七
八
八
〇

・
佐
藤

　仁
一
郎

　
　南
町

　㈱
ご
ん
き
や（

三
六
七
）
七
七
七
七

・
佐
藤

　武
久

　
　南
町

　㈱
菅
原
園
茶
鋪

（
三
六
二
）
〇
〇
二
八

旧
年
の
神
符
・
守
札
や
松
飾
り

な
ど
を
御
神
火
に
納
め
、
一
年
お

護
り
い
た
だ
い
た
感
謝
と
今
年
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
る
松
明
祭
（
ど

ん
と
祭
）
を
一
月
十
四
日
（
水
）

に
斎
行
し
ま
す
。

当
日
午
後
三
時
に
神
社
第
二
駐

車
場
に
お
い
て
神
事
を
行
い
、
忌

火
を
も
っ
て
古
神
符
に
火
を
灯
し
、

翌
日
早
暁
ま
で
お
焚
き
上
げ
が
行

わ
れ
ま
す
。

・
郷
家

　照
夫

　
　南
町

　郷
家
第
三
歯
科
医
院

（
三
六
二
）
四
五
七
一

・
松
本

　喜
八
郎

　
　旭
町

　㈱
松
本
左
官
工
業

（
三
六
二
）
三
二
七
五

・
菅
原

　周
ニ

　
　桜
ヶ
丘

　㈱
白
寿
殿（

三
六
六
）
四
一
四
一

・
大
友

　義
雄

　
　桜
ヶ
丘

　㈱
白
寿
殿（

三
六
六
）
四
一
四
一

・
高
瀬

　恭
平

　
　尾
島
町

　㈲
た
か
せ
さ
と
し
美
容
室

（
三
六
六
）
六
四
二
〇

・
古
内

　隆
弘

　
　港
町

　プ
リ
ン
ス
食
品
㈱

（
三
六
五
）
六
一
八
一

・
古
川

　浩
司

　

　
　貞
山
通

　㈱
カ
ネ
ヒ
ロ

（
三
六
六
）
一
一
六
一

・
鈴
木

　有
紀

　
　七
ヶ
浜
町

　㈲
平
蔵
屋
石
油
店

（
三
五
七
）
三
六
七
七

令和八年
厄年に当る年歳

女　性 男　性

36
歳

　平
成
３
年
生

32
歳

　平
成
７
年
生

18
歳

　平
成
21
年
生

60
歳

　昭
和
42
年
生

41
歳

　昭
和
61
年
生

24
歳

　平
成
15
年
生

前

　厄

37
歳

　平
成
２
年
生

33
歳

　平
成
６
年
生

19
歳

　平
成
20
年
生

61
歳

　昭
和
41
年
生

42
歳

　昭
和
60
年
生

25
歳

　平
成
14
年
生

本

　厄

38
歳

　平
成
元
年
生

34
歳

　平
成
５
年
生

20
歳

　平
成
19
年
生

62
歳

　昭
和
40
年
生

43
歳

　昭
和
59
年
生

26
歳

　平
成
13
年
生

後

　厄

本
年
も
当
社
を
会
場
に
「
奉
献
乾
海

苔
品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
七
十
八
回
と
な
る
今
回
は
、
一
月

六
日
（
火
）
に
審
査
を
行
い
、
十
帖
一

束
三
二
〇
ｇ
以
上
の
乾
海
苔
を
一
点

と
し
て
厳
選
の
う
え
受
賞
者
を
決
定
。

十
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
御
神

前
に
お
い
て
漁
業
協
同
組
合
な
ど
関
係

者
参
列
の
も
と
奉
献
感
謝
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
す
。

出
品
さ
れ
た
乾
海
苔
は
当
日
祭
務
所

に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
香
り
豊
か

な
宮
城
県
産
乾
海
苔
「
み
ち
の
く
寒
流

の
り
」
を
五
感
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
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旧
臘
一
日
、
鹽
竈
神
社

に
お
い
て
「
嘉
津
良
比
祭
」

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
で
は
、
図
の

よ
う
な
特
殊
な
神
饌
が
御

神
前
に
お
供
え
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
饌
に

は
、
イ
チ
イ
の
葉
に
紙
垂

を
結
わ
え
た
「
ミ
カ
ツ
ラ

イ
」
が
添
え
ら
れ
る
点
も

通
常
の
神
事
と
異
な
り
ま

す
。な

か
で
も
「
兜
餅
」
は
、

一
升
の
餅
を
七
つ
取
り
に

し
、
こ
れ
を
五
段
に
重
ね

た
両
脇
に
残
る
二
つ
を
立

て
か
け
、
頂
部
に
赤
カ
ブ

を
の
せ
た
も
の
で
、
そ
の

名
の
ご
と
く
武
将
が
か
ぶ

る
兜
に
似
た
姿
と
な
り
ま

す
。
供
え
ら
れ
た
餅
は
祭

典
後
、
直
会
で
ふ
る
ま
わ

れ
る
他
、
小
割
り
に
し
て

携
行
す
れ
ば
旅
中
の
災
難

を
除
け
る
と
も
云
い
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

嘉
津
良
比
祭

昨
年
六
月
に
就
任
し
た
鍵
名
誉
宮
司
・
大
瀧
宮

司
の
就
任
祝
賀
会
が
十
月
七
日
、
市
内
尾
島
町
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
責
任
役
員
・
総
代
を
は
じ
め
関
係
者

の
代
表
が
発
起
人
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
、
当
日
会

場
は
一
八
六
名
の
出
席
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。
衆
議
院
議
員
の
森
下
千
里
殿
や
塩
竈
市
長
も

駆
け
つ
け
祝
辞
を
述
べ
、
清
興
で
は
氏
子
青
年
会

が
木
遣
り
を
披
露
す
る
な
ど
盛
会
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

鹽
竈
会
総
会
開
催

全
国
に
は
鹽
竈
の
社
名
を
冠
し
、
御
祭
神
や
御
神
縁
を
同

じ
く
す
る
お
社
の
つ
ど
い
、
鹽
竈
会
は
十
月
二
十
七
日
、
今

年
度
の
総
会
を
当
神
社
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
十
六
名
の
参
加
者
は
、
正
式
参
拝
後
、
社
務
所
来
賓

室
に
お
い
て
総
会
を
開
催
。
そ
の
夜
は
松
島
「
ホ
テ
ル
新
富

亭
」
移
動
し
酒
席
で
懇
親
を
深
め
、
翌
日
は
大
崎
八
幡
宮
（
仙

台
市
）
を
参
拝
す
る
な
ど
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
長
年
奉
務
神
社
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
左
記
の

方
々
へ
表
彰
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

功
労
者
表
彰
受
賞
者

福
島
市
鎮
座

　塩
竈
神
社
（
本
田
辰
男
宮
司
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　総

代

長

　山
田

　達
男

大
崎
市
鎮
座

　塩
釜
神
社
（
工
藤
順
司
宮
司
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　責
任
役
員

　今
野

　正
彦

名
誉
宮
司

宮

司
就
任
祝
賀
会

輪
島
塗「
屏
風
・
卓
」奉
納

 

多
賀
城
市

　内
海

　朋
子

　殿

奉
納
品
は
、
永
く
当
社
を

崇
敬
さ
れ
平
成
二
十
三
年
に

他
界
さ
れ
た
内
海
ふ
み
子
殿

が
愛
さ
れ
た
品
で
、
総
黒
漆

塗
り
二
曲
一
双
に
沈
金
で
鶴

と
松
が
表
現
さ
れ
た
屏
風

と
、
や
は
り
黒
漆
塗
り
の
座

敷
卓
に
山
水
が
金
蒔
絵
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。

御
遺
族
よ
り
こ
の
度
奉
納

さ
れ
、
去
る
十
一
月
十
日
に

別
宮
拝
殿
に
て
奉
納
奉
告
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

奉
納
御
礼

九
月

　
　
　　
奈
良
県

　
　鈴
木

　秀
樹

　殿

　
　

 

ほ
か
一
二
八
名

十
月

　
　
　　
埼
玉
県

　
　植
松

　孝
幸

　殿

 

ほ
か
一
三
八
名

十
一
月

　
　　
仙
台
市

　
　四
釜

　健
志

　殿

ほ
か
一
〇
三
名

銅
板
奉
納
者
芳
名
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御協力のお願い
7 月第 3月曜日「海の日」に斎行される「みなと祭」では、

志波彦神社と鹽竈神社の 2基の大神輿を御座船「龍鳳丸」
「鳳凰丸」に奉安して海上渡御を行っています。

しかし、現在の御座船は、2隻とも建造から約 60年以
上経過して老朽化が著しく、長期的に安全な運用を行う
ことが困難な状態です。
塩竈みなと祭協賛会では、令和 9年の第 80回塩竈みな

と祭でのお披露目に向けて御座船の新造計画を進めてお
ります。
つきましては、「日本三大船祭」に数えられる海上渡御

を後世に敬称するため、皆様からの御寄付を賜りますよ
うお願い申し上げます。プロジェクトと寄付の詳細はお
示しのＱＲコードからご覧ください。

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行

十
一
月
二
十
三
日
、
一
年
の
収
穫
を
大
神

様
に
感
謝
す
る
新
嘗
祭
（
産
業
振
興
大
祭
）

が
、
氏
子
崇
敬
者
四
十
名
の
参
列
を
得
て
盛

大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
に
先
立
ち
、
去
る
九
月
十
三
日
の
御

神
田
抜
穂
祭
で
刈
り
取
ら
れ
た
約
一
七
〇
㎏

の
サ
サ
ニ
シ
キ
を
は
じ
め
清
酒
や
蒲
鉾
な
ど

の
地
場
産
品
の
数
々
を
満
載
し
た
奉
曳
車
を

曳
い
て
御
神
前
に
お
供
え
す
る
「
初
穂
曳
」

も
実
施
。
大
人
・
子
供
あ
わ
せ
て
五
九
二
名

の
氏
子
た
ち
は
、
午
前
十
時
に
表
坂
の
麓
を

出
発
す
る
と
、
塩
竈
市
内
を
奉
曳
し
志
波
彦

神
社
大
鳥
居
の
前
ま
で
曳
き
上
げ
ら
れ
、
一

人
ひ
と
り
の
手
で
御
両
社
の
御
神
前
に
大
切

に
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

志
波
彦
神
社
で
は
祭
典
後
、
初
穂
曳
奉
仕

者
が
埋
め
尽
く
す
な
か
、
宮
司
よ
り
奉
仕
会

内
形
繁
夫
事
務
局
長
に
対
し
曳
入
証
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

新
嘗
祭
斎
行
に
際
し
、
多
く
の
方
々
よ
り

各
種
産
物
を
奉
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
御
芳
名
と
奉
献
品
を
御
紹
介
し
ま
す
。

（
品
目
別
・
順
不
同
・
敬
称
略
）

新
嘗
祭
奉
献
者
御
芳
名

米
　Ｊ
Ａ

献

　魚
み
な
と
塩
釜
魚
市
場
・
塩
釜
魚
市
場
問
屋

組
合
・
塩
釜
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合
・

塩
釜
市
水
産
振
興
協
議
会
・
ワ
タ
ベ
魚
類
・

ヤ
ッ
ト
ハ
チ
鈴
木
水
産
・
山
田
水
産
・
菊

池
商
店
・
三
ツ
扇
・
渡
會
・
塩
釜
水
産
仲

卸
市
場
（
坂
本
和
正
理
事
長
）・
竹
林
丸

清

　酒
阿
部
勘
酒
造
・
佐
浦
・
一
ノ
蔵
・
や
ま
や
・

和
田
電
気
工
事
・
蔵
出
し
新
酒
ま
つ
り
・

ふ
く
む
か
え
ド
ッ
ト
コ
ム

蒲
鉾
・
練
り
製
品

カ
ネ
コ
橋
沼
商
店
・
直
江
商
店
・
プ
リ
ン

ス
食
品
・
マ
ル
ブ
ン
食
品
・
水
野
水
産
・

勝
山
水
産
・
ヤ
マ
ス
蒲
鉾
店
・
松
島
蒲
鉾

本
舗

切
り
身
魚

大
森
商
店
・
明
豊
・
ヤ
マ
カ
勝
又
商
店
・

岸
柳
水
産
・
三
波
食
品
・
極
洋
食
品
・
ぜ

ん
ぎ
ょ
れ
ん
食
品
塩
釜
工
場
・
間
宮
商
店

野
菜
・
果
物

塩
釜
地
方
卸
売
市
場
・
北
浜
フ
ー
ド
・

八
百
照
・
山
田
宏
・
八
百
大
分
店

塩
・
調
味
料

東
日
本
ソ
ル
ト
仙
台
営
業
所
・
ア
ベ
チ
ョ

ウ
（
醤
油
）

加
工
食
品

阿
部
亀
商
店
（
ツ
ナ
）・
塩
釜
す
し
業
組

合
（
寿
司
）・
シ
ー
フ
ー
ズ
あ
か
ま
（
ワ

カ
メ
）・
阿
部
善
商
店
（
お
で
ん
）・
高
浜
（
お

で
ん
）・
十
字
屋
（
加
工
品
）・
蜂
屋
食
品

（
餃
子
）・
松
田
製
粉
（
乾
麺
）

菓

　子
梅
菓
堂
・
白
寿
殿
・
海
鮮
せ
ん
べ
い
塩
釜
・

丹
六
園
・
榮
太
楼
・
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
洋
菓

子
店
・
土
井
精
菓
・
ヤ
マ
ギ
シ
洋
菓
子
店

肥

　料
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
東
北
支
店

志波彦様・鹽竈様が海を渡る
海上渡御を未来へ伝えよう

御座船新造プロジェクト

ご寄付についての
詳細はこちらから
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講社大祭

去
る
十
月
四
日
、
塩
竈
市
青
年
四
団
体
連
絡

協
議
会
主
催
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

「
し
お
が
ま
さ
ま
　
神
々
の
月
灯
り
」
が
実
施
。

当
日
は
大
勢
の
参
拝
者
が
、
竹
ろ
う
そ
く
の

仄
か
な
灯
り
で
幻
想
的
に
照
ら
さ
れ
る
夜
の
境

内
を
散
策
し
て
い
ま
し
た
。

舞
殿
で
は
、
塩
竈
神
楽
や
西
馬
音
内
盆
踊
り

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
神
社
の
神
職
・
巫
女
に

よ
る
舞
楽
「
抜
頭
」
と
神
楽
「
浦
安
舞
」
を
演

奏
し
ま
し
た
。

し
お
が
ま
さ
ま

　神
々
の
月
灯
り
実
施

塩
竈
市
菊
祭
り
実
行
委
員
会
（
阿
部
か
ほ
る

実
行
委
員
長
）
主
催
に
よ
る
菊
花
展
が
、
十
月

二
十
九
日
よ
り
十
一
月
十
二
日
ま
で
境
内
馬
場

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
秋
の
境
内
に
彩
り
が
添

え
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
に
行
わ
れ
た
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
約
四
〇
〇
点
の
出
品
花
の
う
ち
、
十
六
部

門
・
六
十
六
点
が
入
選
し
同
二
十
四
日
に
社
務

所
大
講
堂
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
賞
に
は
左
記
の
方
が

選
ば
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

競
技
花
の
部

　星

　定
信
（
新
太
平
の
銀
峰
）

七
本
仕
立
て
花
の
部

　星

　定
信
（
精
興
右
近
）

講
社
だ
よ
り
加
藤

　壽
治
・
星

　
　
　博

星

　
　兵
喜
・
太
宰

　誠
一

紀
野
國
正
勝
・
鈴
木
り
き
子

吉
田

　
　茂
・
鈴
木

　信
也

鈴
木
つ
い
子
・
鈴
木

　
　久

鈴
木

　
　満
・
相
沢

　清
昭

◆
八
十
年
表
彰
◆

引
地

　利
男

大
河
原
支
部
（
三
名
）

大
谷

　睦
子
・
菅
野

　
　明

遠
藤

　勝
寿

◆
七
十
年
表
彰
◆

田
代

　宰
子
・
三
浦

　哲
雄

千
葉

　忠
弘
・
松
田

　孝
一

大
河
原
支
部
（
一
名
）

日
下

　
　勇

◆
六
十
年
表
彰
◆

雁
部

　源
二
・
八
巻
と
き
子

大
河
原
支
部
（
二
名
）

一
條

　清
次
・
吉
田

　
　徹

◆
五
十
年
表
彰
◆

佐
浦

　弘
一
・
黒
澤
テ
ル
ヨ

佐
藤

　貴
久
・
相
原
園

小
畑

　武
博
・
山
田

　茂
男

千
葉

　富
士
子

洗
心
講
（
一
名
）

明
石

　正
三

◆
四
十
年
表
彰
◆

高
鷹

　
　厚
・
佐
藤

　勝
義

福
村
仁
一
郎
・
早
坂

　笑
子

斎
藤

　
　茂
・
三
升

　
　彰

武
田

　
　聖
・
後
藤

　忠
男

阿
部

　義
正

岩
出
山
講
（
一
名
）

栗
生

　貴
之

大
槌
支
部
（
一
名
）

笹
谷

　陽
二

大
河
原
支
部
（
三
名
）

伊
藤
ふ
み
子
・
飯
淵

　良
実

菅
野

　文
子

◆
三
十
年
表
彰
◆

古
川

　孝
幸
・
成
沢

　ム
ツ

鎌
田

　博
之

岩
出
山
講
（
一
名
）

尾
形

　良
次

大
槌
支
部
（
一
名
）

井
田

　寿
子

◆
二
十
年
表
彰
◆

㈲
か
な
た
に
・
髙
橋

　佳
子

直
江

　清
明
・
藤
井

　貴
志

東
京
城
南
会
（
二
名
）

小
野
澤
憲
一
・
平
賀

　勝
彦

大
槌
支
部
（
十
七
名
）

宍
戸
美
紀
子
・
中
村

　敏

阿
部

　道
子
・
川
村
美
代
子

倉
本

　
　興
・
倉
本

　康
二

芳
賀

　
　衛
・
前
川

　晴
正

岩
間

　
　譲
・
小
野
寺
サ
ヨ
子

石
野

　幸
恵
・
千
葉

　隆
哉

千
葉

　正
幸
・
小
林
佐
由
美

千
葉

　桂
子
・
小
國

　昌
宏

阿
部
山
健
吾

洗
心
講
（
二
名
）

坪
江

　重
光
・
坪
江

　育
子

◆
十
年
表
彰
◆

柿
本

　辰
也
・
葛
西
さ
お
り

進
士

　
　毅
・
松
田
利
恵
子

渡
部

　博
文
・
枡

　
　珠
江

大
槌
支
部
（
十
九
名
）

佐
々
木
松
男
・
佐
々
木
勝
次
郎

藤
原

　恵
子
・
鳥
居

　誠
司

阿
部

　正
明
・
岡
田

　太
一

武
藤

　千
春
・
佐
藤

　勝
美

岩
崎

　テ
ル
・
今
野

　栄
治

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ま
い
し
片
岸
店

稲
垣

　克
昌
・
澤
山

　
　広

芳
賀

　民
雄
・
㈱
佐
藤
住
環
工
業

佐
藤

　邦
明
・
玉
澤

　寿
子

堀
合

　啓
二
・
佐
々
木
栄
子

洗
心
講
（
四
名
）

高
橋

　節
雄
・
大
家

　正
悦

平
山

　次
男
・
遠
藤

　志
織

大
河
原
支
部
（
一
名
）

岡
崎

　
　勉

　十
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま

で
の
三
日
間
、
全
国
か
ら
多
く

の
講
員
が
参
列
し
、
講
社
大
祭

が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　祭
典
後
、
永
年
継
続
の
講
員

に
対
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
の
で
左
記
に

御
紹
介
致
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

令
和
七
年
度
継
続
表
彰
者

◆
九
十
年
表
彰
◆

相
澤
由
起
子
・
佐
藤

　民
惠

中
嶋

　守
夫
・
稲
辺

　
　彰

菊
花
展
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九
月　北

海
道 

折
笠

　亮
介

　利
府
町 

浅
沼
ち
づ
る

　大
河
原
町 

庄
司

　
　航

　七
ヶ
浜
町 

片
平

　優
菜

　石
川
県 

笠
井

　健
吾

　利
府
町 

栄
田
乃
里
香

　岩
手
県 

髙
橋

　英
司

　気
仙
沼
市 

熊
谷
あ
か
り

　名
取
市 

岸

　
　亮
太

　名
取
市 

岡
村

　映
和

　滋
賀
県 

川
島

　一
将

　仙
台
市 

鎌
田

　明
里

　石
川
県 

喜
多

　直
人

　白
石
市 
佐
藤
真
奈
実

　涌
谷
町 

門
田

　和
也

　山
形
県 

樋
口

　瑞
穂

　東
松
島
市 

今
野

　雄
太

　多
賀
城
市 

佐
藤

　桃
子

十
月　仙

台
市 

渡
部

　真
史

　仙
台
市 

及
川

　美
穂

昨
年
九
月
〜
十
一
月
ま
で
に
当
神
社
で
華
燭

の
典
を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　石
巻
市 

榊
田

　崚
希

　栃
木
県 

谷
中

　円
香

　青
森
県 

長
坂

　孝
裕

　仙
台
市 

菅
原

　
　由

　大
阪
府 

一
居

　飛
鳥

　仙
台
市 

𫝆𫝆
村

　み
か

　仙
台
市 

遠
山

　裕
雅

　仙
台
市 

菊
地
恵
理
子

十
一
月

　岩
手
県 

阿
部

　秀
誠

　岩
手
県 

阿
部
菜
々
花

　登
米
市 

阿
部
慎
一
郎

　多
賀
城
市 

菊
田

　彩
紀

　仙
台
市 

高
橋

　
　賢

　秋
田
県 

進
藤
あ
か
り

　石
巻
市 

渡
邊

　翔
太

　大
阪
府 

津
野
里
佳
子

　栃
木
県 

梶
原

　和
正

　大
和
町 

菅
野

　
　愛

　塩
竈
市 

臼
澤

　直
樹

　石
巻
市 

中
塩

　栄
梨

　埼
玉
県 

丸
山
慎
太
郎

　利
府
町 

鈴
木

　三
奈

　群
馬
県 

鶴
岡

　優
李

　多
賀
城
市 

赤
間

　萌
恵

　広
島
県 

山
﨑

　智
之

　仙
台
市 

熊
谷
香
名
子

　仙
台
市 

相
川

　大
寿

　登
米
市 

上
野
由
紀
子

　仙
台
市 

山
寺

　誠
也

　仙
台
市 

半
田

　
　凛

　仙
台
市 

湯
本

　勝
大

　仙
台
市 

丹
野

　ま
ゆ

　神
奈
川
県 

中
沼

　大
介

　青
森
県 

大
水

　彩
椰

　千
葉
県 

榊

　
　浩
平

　栗
原
市 

内
藤

　志
保

　愛
知
県 

深
堀

　
　剛

　東
京
都 

石
川
真
規
子

　福
島
県 

伊
藤

　悠
希

　岩
手
県 

尾
留
川
万
季

（
以
上
三
十
組
・
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

敬
神
婦
人
講
だ
よ
り

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
育
児
院

　
　
　
　
　
　
　七
五
三
詣
受
入

敬
神
婦
人
講
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
一
環
と
し

て
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
毎
年
、
仙
台
キ
リ
ス
ト
教

育
児
院
「
丘
の
上
子
ど
も
ホ
ー
ム
」
（
藤
田
毅
園
長
）

の
子
供
た
ち
を
七
五
三
詣
に
招
待
し
て
い
ま
す
。

去
る
十
一
月
十
五
日
、
十
名
の
婦
人
講
員
は

七
五
三
の
歳
に
あ
た
る
院
児
五
名
を
お
迎
え
し
、
鹽

竈
神
社
別
宮
に
て
七
五
三
祈
祷
を
行
い
、
社
務
所
大

講
堂
で
お
祝
い
会
を
催
し
ま
し
た
。

院
児
た
ち
は
最
初
慣
れ
な
い
場
所
で
緊
張
し
た
様

子
で
し
た
が
、
一
緒
に
遊
び
食
事
な
ど
を
す
る
う
ち

次
第
に
打
ち
解
け
、
最
後
は
笑
顔
で
神
社
を
後
に
し

ま
し
た
。

当
社
敬
神
婦
人
講
で
は
、
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け

る
敬
神
の
念
あ
る
婦
人
方
の
入
講
を
募
っ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
社
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

巫
女
神
楽
舞
温
習
実
施

当
社
の
巫
女
を
対
象
と
し
た
神
楽
舞
の
温
習
（
お

さ
ら
い
稽
古
）
を
九
月
十
八
日
・
十
九
日
、
十
一
月

十
八
日
・
十
九
日
の
計
四
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
山
元
町
・
八
重
垣
神
社
宮
司
で
宮
城

県
神
社
庁
祭
祀
舞
講
師
で
も
あ
る
藤
波
祥
子
氏
を
招

き
、
巫
女
た
ち
は
適
格
な
指
導
の
も
と
舞
の
研
さ
ん

に
励
み
ま
し
た
。
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今
回
、
「
笑
門
来
福
」
の
吉
祥
語
を

表
し
た
御
朱
印
紙
。
正
月
限
定
四
千
枚

を
授
与
致
し
ま
す
。
初
詣
に
あ
わ
せ
是

非
お
受
け
く
だ
さ
い
。

 

　初
穂
料

　五
〇
〇
円

正
月
限
定
御
朱
印

う
ま
く
い
く
守

今
年
は
午
年
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
四

十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
当

社
特
製
の
「
う
ま
く
い
く
御
守
」
に
、
馬
の

飾
り
金
具
を
付
け
、
専
用
の
袋
入
で
奉
製
し

ま
し
た
。

う
ま
の
ひ
づ
め
が
幸
運
を
運
ぶ
よ
う
に
、

皆
様
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
御
祈
念
を
籠

め
て
、
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

 

初
穂
料

　一
、〇
〇
〇
円

江
戸
時
代
の
鹽
竈
神
社
は
、
仙
台
藩
主
伊

達
家
に
よ
り
厚
い
庇
護
を
う
け
ま
し
た
。
歴

代
藩
主
に
よ
り
様
々
な
寄
進
が
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
一
つ
に
太
刀
の
奉
納
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
か
ら

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
か
け
、
四
代

藩
主
伊
達
綱
村
公
以
降
十
三
代
藩
主
伊
達
慶

邦
公
に
至
る
、
八
代
藩
主
斉
村
公
・
九
代
藩

主
周
宗
公
を
除
く
七
名
の
藩
主
に
よ
っ
て
献

じ
ら
れ
た
太
刀
は
三
十
九
振
を
数
え
、
三
十

新
春
刀
剣
展

　〜
鹽
竈
神
社
の
歴
代
藩
主

 

奉
納
太
刀
〜

五
振
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
藩
主
奉
納
太
刀
の
刀
身
は
、
仙
台

藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
八
家
の
御
刀
鍛
冶
た

ち
が
鍛
え
た
も
の
で
、
同
じ
く
鞘
師
・
蒔
絵

師
・
金
工
師
な
ど
お
抱
え
の
御
職
人
ら
に

よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
菊
紋
糸
巻
太
刀
拵
が
付

属
し
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
三
十
五
振
の
刀
身
と
付
属
の
外

装
は
、「
歴
代
藩
主
奉
納
糸
巻
太
刀
」
と
し

て
宮
城
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
以
降
、
歴

代
藩
主
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
豪
華
絢
爛
な
文

化
の
一
端
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
平
成
二

十
八
年
に
文
化
庁
の
日
本
遺
産
「
政
宗
が
育

ん
だ
〝
伊
達
〟
な
文
化
」
の
構
成
文
化
財
の

一
つ
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
春
特
別
展
で
は
、
宮
城
県
指
定

文
化
財
の
奉
納
太
刀
お
よ
そ
三
十
振
を
展
示

い
た
し
ま
す
の
で
初
詣
の
折
に
は
是
非
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

《
開
催
要
項
》

◇
会

　期

　令
和
八
年
一
月
一
日
（
木
）
〜

 

二
十
五
日
（
日
）

◇
入
館
料

　大
人
五
〇
〇
円

 

（
二
十
名
以
上
団
体
料
金
四
五
〇
円
）

 

※
高
校
生
以
下
無
料

◇
開
館
時
間

　午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

 

（
最
終
受
付
は
午
後
四
時
三
十
分
）

 

※
会
期
中
は
休
館
日
な
し

授
与
品
案
内

博
物
館
だ
よ
り
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務 

所

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

文

　芸

　欄

人
恋
し
火
も
ま
た
恋
し
山
の
音 
今
田
　
須
美
子

楓
も
み
じ
深
呼
吸
ま
た
深
呼
吸 

上
田
　
由
美
子

初
雪
の
窓
百
歳
の
手
踊
す 

池
田
　
智
恵
子

利
酒
に
下
戸
そ
れ
な
り
の
口
上
す 

菅
原
　
　
和
子

名
前
出
ぬ
ま
ま
の
別
れ
や
日
短
し 

佐
藤
　
　
光
江

長
き
夜
受
話
器
持
つ
手
の
怠
さ
か
な 

佐
藤
　
　
悦
子

鉄
棒
に
逆
上
が
り
の
子
小
春
空 

齋
藤
　
　
豊
子

島
小
春
友
と
手
を
振
る
定
期
船 

鈴
木
　
ゆ
う
子

島
の
名
を
酒
の
銘
と
す
稲
ぼ
つ
ち 

今
野
　
紀
美
子

冬
ざ
く
ら
小
雨
に
け
ぶ
る
鋳
銭
釜 

及
川
　
　
源
作

九
月

五
日

　
　
　國
學
院
大
學

　神
道
文
化
学
部
教
授

　藤
本
頼
生
殿

 

同
大

　指
定
実
習
Ⅱ
受
講
者

　四
名

十
八
日

　
　山
元
町
・
八
重
垣
神
社

　宮
司

　藤
波
祥
子
殿

二
十
七
日

　千
葉
県
浦
安
市
・
稲
荷
神
社
総
代
・
世
話
人
会

 

氏
子
総
代
長

　相
馬
茂
之
殿
ほ
か
十
四
名

十
月

十
六
日

　
　福
島
県
・
伊
佐
須
美
神
社
敬
神
婦
人
会

 

会
長

　須
田
保
子
殿
ほ
か
十
七
名

十
七
日

　
　国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

　第
二
五
二
〇
地
区

 

ガ
バ
ナ
ー

　加
藤
雄
彦
殿
ほ
か
十
二
名

二
十
七
日

　鹽
竈
会
総
会
出
席
者

　十
三
名

　〃

　
　
　埼
玉
県
神
社
庁
入
間
西
支
部

 
支
部
長

　枝
窪
邦
茂
殿
ほ
か
五
名

参
拝
記
録

祭

事

案

内

一
月
か
ら
三
月

毎
月　一

日

　
　
　朔
日
祭

　
　〃

　
　
　曲
木
神
社
月
次
祭

　六
日

　
　
　御
釜
神
社
月
次
祭

　十
日

　
　
　鹽
竈
神
社
月
次
祭

　二
十
九
日

　志
波
彦
神
社
月
次
祭

一
月　一

日

　
　
　歳
旦
祭

　二
日

　
　
　大
御
饌
祭

　三
日

　
　
　元
始
祭

　十
四
日

　
　松
明
祭

二
月　一

日

　
　
　節
分
祭
追
儺
式

　三
日

　
　
　節
分
祭
追
儺
式

　十
一
日

　
　紀
元
祭

　十
七
日

　
　祈
年
祭

　
　〃

　
　
　旧
正
月

　二
十
三
日

　天
長
祭

　

三
月　十

日

　
　
　帆
手
祭

　十
七
日

　
　神
馬
塚
慰
霊
祭

　二
十
九
日

　志
波
彦
神
社
例
祭

　今
年
は
午
歳
。
恒
例
の
干
支
の
大
絵
馬
を

神
龍
社
脇
に
設
置
し
ま
し
た
。
描
か
れ
た
勇

躍
す
る
馬
に
あ
や
か
っ
て
、
氏
子
崇
敬
者
皆

様
の
運
気
が
今
年
一
年
隆
昌
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

（
岳
）

ま
た
な
の
お
か

令
和
八
年

　丙
午

　元
旦

　
志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

名
誉
宮
司 

鍵

　
　三
夫

　宮

　司 

大
瀧

　博
司

　禰

　宜 

近
藤

　
　優

　
　〃

　

 

小
野

　道
教

　
　〃

　

 

鈴
木

　重
和

　権
禰
宜 

前
川

　成
文

　
　〃

　

 

菅
原

　慶
太

　
　〃

　

 

小
栗

　雅
仁

　
　〃

　

 

柏
木

　岳
史

　
　〃

　

 

浅
野

　満
昭

　
　〃

　

 

三
品

　博
隆

　
　〃

　

 

菅
原

　治
彦

　
　〃

　

 

栗
生

　貴
史

　
　〃

　

 

菅
野

　祐
太

　
　〃

　

 

高
橋

　友
紀

　
　〃

　

 

菊
地
明
日
香

　出

　仕 

近
野

　秀
和

　巫

　女 

石
川

　一
冴

　
　〃

　

 

大
沼

　れ
い

　
　〃

　

 

菅
田

　
　楓

　
　〃

　

 

櫻
下

　乃
彩

　
　〃

　

 

菊
池

　
　澪

　
　〃

　

 

勝

　
　遥
菜

　苑

　丁 

髙
橋

　
　賢

　学
芸
員 

茂
木

　裕
樹

　社
務
員 

伊
藤

　道
則

　
　〃

　

 

三
浦

　
　馨

　奉
製
員 

加
藤

　竜
希

　社
務
員 

平

　
　幸
泰

　嘱

　託 

伊
勢

　章
子

　釜
社
守 

鈴
木

　隆
子

謹

賀

新

年

昇
進
（
十
一
月
二
日
付
）

　
　禰

　宜 

鈴
木

　重
和

新
任
（
十
月
二
十
一
日
付
）

　
　社
務
員 

平

　
　幸
泰

退
職
（
十
二
月
十
五
日
付
）

　
　社
務
員 

岡
田

　祐
輝

人
事
異
動


